
平成１６年度までは「赤信号」でしたが、その
後低下傾向となっています。平成２０年度は
１７．８％で、数値目標の１９．２％を大きく下回り
ました。今後の借入、特に普通建設（投資）へ
の借入を考慮することにより、最終目標の
１５％を目指します。

平成２０年度は１１．７％となっています。今後と
も比率が極端に上昇しないように財政運営を
行い、最終目標の１０％を目指します。
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収
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。

　

計
画
目
標
に
対
す
る
財
政
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営
の
進
行
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と
３
つ
の
指

標
の
平
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年
度
決
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の
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況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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3最終目標
２９年度：10％

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
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の
道
筋
に
沿
っ
て
財
政
運
営
を
行
い
ま
す

財政構造の健全性を示す指標です。標準財政規模（全国
統一のルールに基づき計算した各地方公共団体の一般
財源必要額）に対して、長期の借入金の返済額がどの程
度かを測るものです。一般的に１５％を超えると「黄色信
号」、２０％で「赤信号」とされています。

公債費比率とは？

実質公債費比率とは？

※分母、分子の計算方法が公債費比率とは異なります

公債費比率と同様に財政構造の健全性を示す指標です。公
債費比率が一般会計だけを対象とした指標であるのに対し、
実質公債費比率は、企業会計や一部事務組合も対象に含め
た市全体の指標です。過去３カ年の平均値で示され、この
比率が２５％を超えた場合は「早期健全化団体」となります。
平成１７年度決算から使用されるようになった新しい指標で、
平成１９年度決算から公表が義務づけられました。

平成１６年度がピークの９４．３％で、その後低下傾向となっ
ています。平成２０年度は８９．７％で、数値目標の８９．５％を
０．２ポイント上回りました。★が数値目標ですが、２１年
度以降は目標を達成できるよう財政運営を行います。
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１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

89.8%

94.3%

91.6%

93.3%

91.6%

90.7%

１８年度目標
92.0%

１９年度目標
91.0%

２０年度目標
89.5%

２１年度目標
88.0%

最終目標
２９年度：80％
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89.7%

財政構造の弾力性を判断する指標です。歳出のうち人件費や公債
費などの経常的な支出に、市税などの経常的収入がどの程度充当さ
れているかを示すものです。比率が低いほど弾力性が大きいこと
を示し、一般的に８０％を超えると弾力性が失われつつある状態とい
われています。

経常収支比率とは？

9 広報とまこまい　平成２１（２００９）年・１２月

�計算方法 分子：人件費・公債費・扶助費など毎年決まって出て行くお金
分母：市税や交付税など毎年決まって入ってくるお金

道内３５都市平均実　績計　画

92.0％89.7％89.5％

■平成２０年度の状況■

道内３５都市平均実　績計　画

16.2％17.8％19.2％

■平成２０年度の状況■

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

20.7%

20.7%

19.9%

19.2%

18.1%

１８年度目標
19.6% １９年度目標

19.4% ２０年度目標
19.2%

２１年度目標
19.0%

最終目標
２９年度：15％
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20.5%

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

15.9%
17.5%

12.4%

18.0% 国・道の指導

25.0% 早期健全化基準
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★★ ★★
11.7%

２０年度目標
12.2%

２１年度目標
12.0%

道内３５都市平均実　績計　画

16.1％11.7％12.2％

■平成２０年度の状況■

�計算方法 分子：おおむね市全体会計の公債費（元利償還金）
分母：おおむね市の標準財政規模（国が定める基準）

※平成１８年度と１９年度に数値が大きく変動しているの
は、計算方法が一部変更されたことによるもの

平成２０年度　決算状況特集Ⅱ

�計算方法 分子：おおむね一般会計の公債費（元利償還金）
分母：おおむね市の標準財政規模（国が定める基準）
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崩
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の
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表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 平成２０年度末市債の残高一覧
金　額項          目 

３２億４，５５８万円総務債

一　
　

般　
　

会　
　

計

３億４，２４８万円民生債
６９億３，３２１万円環境衛生債

２６１万円労働債
２億０，１０３万円農水産業債
１億２，９６０万円商工債

２２６億９，２５４万円土木債
３億０，５７１万円消防債

１１４億５，２６２万円教育債
２，４８８万円災害復旧債

４４億９，７２８万円減税補てん債
６億８，４２１万円臨時税収補てん債

１２７億９，１０８万円臨時財政対策債
３２０万円減収補てん債

１８億０，０００万円退職手当債
６５１億０，６０３万円合         計
４８億０，０４３万円区画整理事業債

特 
別
・
企 
業 
会 
計

２億８，６２５万円霊園事業債
１４２億０，５０６万円水道事業債
３４６億５，２４７万円下水道事業債

４，４３３万円自動車運送事業債
１５４億７，１３２万円市立病院事業債

０万円土地造成事業債
５６億２，３７４万円市営住宅事業債
３億５，２６０万円公設地方卸売市場事業債
７５４億３，６２０万円合         計

１，４０５億４，２２３万円 総　　　　額

早期健全
化基準

苫小牧市
指標�財政健全化比率

１１．５３％－

実質赤字比率

１標準財政規模に対する一般会計等
の実質赤字額の比率

１６．５３％３．４７％

連結実質赤字比率

２標準財政規模に対する全ての会計の
赤字や黒字を合算した赤字の比率

２５．０％１１．７％

実質公債費比率

３公債費（地方債の元金および利子の
支払いに要する経費）および公債費
に準じた経費の比重を示す比率

３５０．０％１３２．７％

将来負担比率

４地方債残高ほか一般会計等が将来負担すべき実質的な負債を捉
えた比率

経営健全
化基準

苫小牧市
指標

�資金不足比率
公営企業ごとの営業収益に対する資金
不足の比率

２０．０％

１１．２％沼ノ端鉄北土地区画整理事業特別会計

－水道事業会計

－下水道事業会計

３３．４％自動車運送事業会計

１３．２％市立病院事業会計

６．３％土地造成事業会計

－市営住宅事業会計

－公設地方卸売市場事業会計

対前年度増減額１人当たり平成２０年度項　　目対前年度増減額１人当たり平成２０年度項　　目
負　　債　　の　　部　資　　産　　の　　部

７億８，６９９万円４２４，９７６円７３７億６，３９４万円１．固定負債１，９７４万円９１６，４８０円１，５９０億７，５２８万円１．有形固定資産
△７億５，２３６万円３６２，０８５円６２８億４，７７４万円 �地方債１０億１，４８７万円１７６，５９９円３０６億５，２６２万円　 （うち土地）
１５億３，９３５万円６２，８９１円１０９億１，６２０万円 �退職給与引当金１１億１，４８５万円６７，７４２円１１７億５，８１１万円�総務費
△１億４，６６７万円４０，２５３円６９億８，６７７万円２．流動負債△６，４０２万円１４，１９６円２４億６，３９９万円�民生費
△１億４，６６７万円４０，２５３円６９億８，６７７万円 �翌年度償還予定額△４億４，６３５万円１０５，２１０円１８２億６，１５１万円�衛生費
６億４，０３２万円４６５，２２９円８０７億５，０７１万円負債合計５，８４７万円１，１０７円１億９，２１４万円�労働費

△５，８６４万円９，４１７円１６億３，４５８万円�農林水産業費
△５，４１４万円４，５０８円７億８，２５２万円�商工費

△２１億５，６９２万円３６４，７３０円６３３億０，６９４万円�土木費
２億６，１５１万円１２，１８９円２１億１，５６２万円�消防費

正　味　資　産　の　部１３億５，４７１万円３３７，２７５円５８５億４，１４９万円�教育費
△５億５，９１１万円１６８，９７１円２９３億２，８６３万円１．国庫支出金１，０２７万円１０６円１，８３８万円�その他

７５１万円１５，０２２円２６億０，７４２万円２．道支出金△３億３，９８４万円１３０，８９９円２２７億２，０２２万円２．投資等
△６億０，８６２万円４１１，８７７円７１４億９，０１１万円３．一般財源等８億７，７０６万円１２０，８５５円２０９億７，６９８万円�投資及び出資金
△１１億６，０２２万円５９５，８７０円１，０３４億２，６１６万円正味資産合計△１，０８３万円５７５円９，９８３万円�貸付金

△１２億０，６０７万円９，４６９円１６億４，３４１万円�基金
△１億９，９８０万円１３，７２０円２３億８，１３７万円３．流動資産
△３億１，３１３万円３，１２４円５億４，２２３万円�現金預金
１億１，３３３万円１０，５９６円１８億３，９１４万円�未収金

△５億１，９９０万円１，０６１，０９９円１，８４１億７，６８７万円負債・正味資産合計△５億１，９９０万円１，０６１，０９９円１，８４１億７，６８７万円資産合計

375,091円
（対前年比 287 円減少）

広報とまこまい　平成２１（２００９）年・１２月 8

金額は一般会計決算額を平成２１年３月３１日
現在の人口１７３，５７４人で割ったものです

市民一人あたりの
一般会計の市債残高

平成２０年度　決算状況 特集Ⅱ

※バランスシートの中には、福祉などの行政サービスは算入されていません


